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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 1,944 0.7 4 △47.3 2 △78.4 0 △68.9

2019年３月期第２四半期 1,929 △2.9 7 △90.2 13 △83.2 1 △97.6
(注) 包括利益 2020年３月期第２四半期 23百万円( ―％) 2019年３月期第２四半期 △37百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 0.11 ―

2019年３月期第２四半期 0.36 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 3,911 2,179 34.7

2019年３月期 3,783 2,165 35.7
(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 1,355百万円 2019年３月期 1,350百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― ― ― 2.00 2.00

2020年３月期 ― ―

2020年３月期(予想) ― ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2020年３月期の配当金につきましては、現時点では未定であります。

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,708 △3.8 13 △49.7 13 △59.7 16 ― 4.36
(注） 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 3,673,320株 2019年３月期 3,673,320株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 6,890株 2019年３月期 6,870株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 3,666,433株 2019年３月期２Ｑ 3,666,481株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．通期の業績予想につきましては、前回（2019年５月14日）発表予想を修正しております。詳細につきましては

2019年11月８日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
あたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧
ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善が続き緩やかな回復基調にあるも

のの、米中間の貿易摩擦や中国経済の先行きなど海外経済の不確実性が高まっており、また、自然災害の国内経済

への影響が懸念され、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと、当社グループは、中期経営計画に基づきマット事業の立て直しと食品事業の成長を

基本として取り組んでまいりました。当第２四半期連結累計期間の業績は、食品事業はレトルト関係を中心に改善

してまいりましたが、マット事業は業績の不振が続きました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,944百万円（前年同四半期比0.7％増)、営業利益は4百万円

（前年同四半期比47.3％減)、経常利益は2百万円（前年同四半期比78.4％減)となり、投資有価証券評価損1百万円

を特別損失に計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は0百万円（前年同四半期比68.9％減)となりまし

た。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分の変更を行っており、当第２四半期連結累計期間の比

較・分析は変更後の区分に基づいております。変更の詳細は、添付資料の７ページ「四半期連結財務諸表に関する

注記事項 (セグメント情報等) セグメント情報」の「Ⅱ ２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照くだ

さい。

（産業資材事業）

援助米用樹脂袋の受注減少が減収・減益の要因となりました。また、黄麻関係の麻縄及び雑穀用麻袋の販売減

少も減益の要因となりました。その結果、売上高は383百万円と前年同四半期と比べ6百万円（1.8％）の減収、営

業利益は18百万円と前年同四半期と比べ3百万円（15.2％）の減益となりました。

（マット事業）

日本国内及び海外の業績は、軽自動車や小型車など廉価なタイプの販売を中心に販売数量を伸ばし増収となっ

たものの、生産拠点であるタイ国の労働法改正による退職給付引当金の増額など人件費の高騰が利益を圧迫しま

した。その結果、売上高は942百万円と前年同四半期と比べ18百万円（2.0％）の増収、営業損失は26百万円（前

年同四半期は10百万円の営業損失）となりました。

（食品事業）

パスタは、輸入品や競合他社の影響を受け減収となりましたが、原価率の見直しや販管費の削減に努めまし

た。レトルト関係の商品は、前期に引き続きカレーの販売が好調に推移し売上利益を伸ばしました。その結果、

売上高は616百万円と前年同四半期と比べ2百万円（0.5％）の増収、営業利益は10百万円（前年同四半期は4百万

円の営業損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は3,911百万円、前連結会計年度末と比較して127百万円の増加とな

りました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加67百万円、現金及び預金の増加56百万円があったことでありま

す。

当第２四半期連結会計期間末における負債は1,731百万円、前連結会計年度末と比較して113百万円の増加となり

ました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加19百万円、賞与引当金の増加42百万円、長期借入金(１年内返済予

定を含む)の増加21百万円、退職給付に係る負債の増加19百万円であります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,179百万円、前連結会計年度末と比較して14百万円の増加となり

ました。この結果、自己資本比率は34.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、2019年11月８日の業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 601,149 657,609

受取手形及び売掛金 629,182 696,552

商品及び製品 219,224 189,043

仕掛品 147,533 200,955

原材料及び貯蔵品 316,514 286,683

その他 32,107 41,437

貸倒引当金 △511 △175

流動資産合計 1,945,200 2,072,107

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 251,759 242,126

土地 791,941 800,573

その他（純額） 105,785 97,614

有形固定資産合計 1,149,486 1,140,314

無形固定資産 12,587 17,959

投資その他の資産

投資有価証券 604,724 612,481

繰延税金資産 44,955 42,339

その他 99,728 99,424

貸倒引当金 △73,488 △73,488

投資その他の資産合計 675,919 680,757

固定資産合計 1,837,993 1,839,032

資産合計 3,783,194 3,911,139

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 391,403 410,638

短期借入金 30,000 30,000

1年内償還予定の社債 160,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 133,504 141,936

未払法人税等 4,499 808

賞与引当金 14,800 57,009

その他 119,775 120,638

流動負債合計 853,983 801,030

固定負債

社債 190,000 320,000

長期借入金 341,920 355,189

繰延税金負債 49,557 52,403

退職給付に係る負債 155,067 174,329

長期預り保証金 2,500 1,500

その他 24,623 26,774

固定負債合計 763,667 930,197

負債合計 1,617,651 1,731,228
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 564,343 564,343

利益剰余金 648,226 641,301

自己株式 △5,324 △5,331

株主資本合計 1,307,245 1,300,313

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △35,047 △43,180

為替換算調整勘定 78,273 98,775

その他の包括利益累計額合計 43,226 55,594

非支配株主持分 815,071 824,002

純資産合計 2,165,543 2,179,911

負債純資産合計 3,783,194 3,911,139
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 1,929,836 1,944,055

売上原価 1,561,442 1,582,985

売上総利益 368,393 361,069

販売費及び一般管理費 360,790 357,065

営業利益 7,602 4,003

営業外収益

受取利息 487 701

受取配当金 5,114 6,529

為替差益 8,185 1,050

その他 580 1,966

営業外収益合計 14,367 10,246

営業外費用

支払利息 4,637 4,102

社債発行費 879 3,988

支払保証料 1,943 1,847

その他 1,352 1,469

営業外費用合計 8,814 11,407

経常利益 13,156 2,843

特別損失

投資有価証券評価損 5,508 1,060

特別損失合計 5,508 1,060

税金等調整前四半期純利益 7,647 1,783

法人税、住民税及び事業税 7,104 5,560

法人税等調整額 △2,123 6,542

法人税等合計 4,980 12,102

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,667 △10,319

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

1,354 △10,727

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,313 407
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,667 △10,319

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15,650 △8,133

為替換算調整勘定 △55,875 41,925

その他の包括利益合計 △40,224 33,792

四半期包括利益 △37,557 23,473

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △10,359 12,776

非支配株主に係る四半期包括利益 △27,197 10,696
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 390,387 924,471 613,236 1,928,095 1,741 1,929,836

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 390,387 924,471 613,236 1,928,095 1,741 1,929,836

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

21,629 △10,340 △4,766 6,522 1,080 7,602

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△)であります。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 383,476 942,741 616,202 1,942,420 1,635 1,944,055

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 383,476 942,741 616,202 1,942,420 1,635 1,944,055

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

18,341 △26,532 10,897 2,706 1,297 4,003

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△)であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして表示していた「不動産開発事業」については、量的な重要性

が乏しくなったため、「その他」に含めて記載する方法に変更しております。なお、前第２四半期連結累計期間のセ

グメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。
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